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国
土
交
通
省
は
２
０
１
９

年
度
の
住
宅
市
場
動
向
調
査

の
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
住

み
替
え
・
建
て
替
え
前
後
の

住
宅
、
そ
の
住
居
に
居
住
す

る
世
帯
の
状
況
・
住
宅
取
得

に
か
か
る
資
金
調
達
状
況
な

ど
を
把
握
し
、
今
後
の
住
宅

政
策
の
企
画
立
案
の
基
礎
資

料
に
す
る
の
が
目
的
。
18
年

度
中
に
住
み
替
え
・
建
て
替

え
・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た

世
帯
を
対
象
に
注
文
住
宅
と

既
存
（
中
古
）
住
宅
は
全

国
、
分
譲
、
民
間
賃
貸
、
リ

フ
ォ
ー
ム
住
宅
は
３
大
都
市

圏
を
対
象
に
調
査
し
た
。

　
住
み
替
え
の
意
思
決
定

で
、
比
較
検
討
し
た
住
宅
に

つ
い
て
は
、
住
み
替
え
前
と

同
じ
種
類
を
比
較
検
討
し
た

世
帯
が
最
も
多
か
っ
た
。
同

じ
住
宅
種
と
の
比
較
検
討
を

除
く
と
、
注
文
住
宅
取
得
世

帯
で
は
「
分
譲
戸
建
て
」

（
27
・
５
％
）
、
分
譲
戸
建

て
で
「
注
文
住
宅
」
（
45
・

６
％
）
、
中
古
戸
建
て
世
帯

で
「
分
譲
戸
建
て
」
（
30
・

４
％
）
と
比
較
検
討
し
て
い

る
世
帯
が
多
か
っ
た
。
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
世
帯
は
「
中
古

マ
ン
シ
ョ
ン
」
、
中
古
マ
ン

シ
ョ
ン
世
帯
は
「
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
」
と
比
較
検
討
し
て

い
る
世
帯
が
多
か
っ
た
。

　
施
工
者
・
物
件
に
関
す
る

情
報
収
集
方
法
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
で
情
報
が
あ
ふ
れ
る
傾
向

が
高
ま
る
な
か
、
注
文
住
宅

取
得
世
帯
で
は
「
住
宅
展
示

場
で
」
（
52
・
５
％
）
が
最

も
多
く
、
次
い
で
「
知
人
の

紹
介
」
（
24
・
９
％
）
、
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
」
（
18
・

９
％
）
と
三
番
手
。
分
譲
戸

建
て
住
宅
取
得
世
帯
で
は

「
不
動
産
業
者
で
」
（
48
・

９
％
）
が
最
多
で
、
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
」
（
34
・
３

％
）
は
二
番
手
。
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
取
得
世
帯
で
は
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
」
（
45
・

４
％
）
が
最
も
多
か
っ
た
。

中
古
戸
建
て
住
宅
取
得
世
帯

で
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
」
（
44
・
５
％
）
、
「
不
動

産
業
者
で
」
（
42
・
４
％
）、

中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
取
得
世
帯

の
「
不
動
産
業
者
で
」（
53

・
９
％
）
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
」
（
43
・
９
％
）
と
民

間
賃
貸
住
宅
入
居
世
帯
も
傾

向
は
同
じ
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
施
工
者
の
情

報
収
集
で
は
、
傾
向
が
全
く

異
な
る
。
最
も
多
か
っ
た
の

が
「
以
前
か
ら
つ
き
あ
い
の

あ
っ
た
業
者
」
（

33
・
０

％
）、
次
い
で
「
知
人
か
ら

の
紹
介
で
」（
27
・
５
％
）

と
、「
新
聞
等
の
折
り
込
み

広
告
で
」（
13
・
９
％
）
や

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
」

（
10
・
８
％
）
を
抑
え
た
。

　
一
方
、「
高
齢
者
対
応
設

備
」
は
、「
手
す
り
」「
段
差

の
な
い
室
内
」「
廊
下
な
ど

が
車
椅
子
で
通
行
可
能
な

幅
」
と
「
す
べ
て
の
設
備
」

の
整
備
率
は
注
文
住
宅
（
建

て
替
え
）
が
最
も
高
い
。

「
浴
室
・
ト
イ
レ
の
暖
房
設

備
」
の
整
備
率
は
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
が
最
も
高
く
な
っ
て

い
る
。
従
前
住
宅
と
の
比
較

で
は
、
賃
貸
住
宅
を
除
く
す

べ
て
の
住
宅
種
で
、
い
ず
れ

の
設
備
も
従
前
住
宅
よ
り
整

備
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

　「
省
エ
ネ
設
備
」
の
整
備

割
合
は
、「
二
重
サ
ッ
シ
ま

た
は
複
層
ガ
ラ
ス
の
窓
」

は
、
注
文
住
宅
で
の
整
備
率

が
高
く
82
・
２
％
、
分
譲
戸

建
て
で
48
・
６
％
、
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
で
42
・
８
％
。

「
太
陽
光
発
電
装
置
」
は
、

注
文
住
宅
で
44
・
４
％
、
分

譲
戸
建
て
で
14
・
３
％
、
中

古
住
宅
で
３
・
９
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
の
み
に
つ
い

て
言
え
ば
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業

者
は
口
コ
ミ
を
含
め
施
工
業

者
と
し
て
は
有
望
で
、
高
齢

者
が
い
る
世
帯
ほ
ど
浴
室
暖

房
乾
燥
機
な
ど
の
採
用
機
会

が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
高

齢
者
対
応
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

介
護
保
険
の
改
正
で
規
模
は

縮
小
し
た
も
の
の
、
要
介
護

レ
ベ
ル
が
低
い
高
齢
者
は
自

宅
療
養
の
機
会
が
増
え
、
そ

の
分
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
は
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
れ

ら
の
需
要
を
う
ま
く
獲
得
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

ネ
ッ
ト
、広
告
よ
り
信
頼
重
視

出
入
り
業
者
や
紹
介
中
心

リフォーム

19
年
度
住
宅
市
場
調
査

国
交
省

「
ア 

ラ 

ラ

シ
リ
ー
ズ
」 

安
心
・
安
全
を
Ｐ
Ｒ

90
周
年
記
念
デ
ザ
イ
ン

岩谷産業

　
岩
谷
産
業
（
本
社
・
大

阪
、
東
京
、
間
島
寛
社
長
）

は
、
創
業
90
周
年
を
記
念

し
、
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た

「
ア
ラ
ラ
シ
リ
ー
ズ
」
の
販

売
を
開
始
す
る
。
同
社
の
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
・
イ
ワ
タ
ニ
ア
イ

コ
レ
ク
ト
（https://www.

iwatani-i-collect.

com

）
で
順
次
発
売
す
る
。

　
ア
ラ
ラ
シ
リ
ー
ズ
は
、
１

９
６
２
年
の
事
業
開
始
以

来
、
植
物
性
由
来
１
０
０
％

の
洗
浄
成
分
に
こ
だ
わ
っ
た

天
然
素
材
の
環
境
良
品
。
天

然
ヤ
シ
油
・
パ
ー
ム
核
油
を

主
原
料
に
、
人
に
優
し
く
、

環
境
に
も
優
し
い
「
安
心
・

安
全
」
を
追
求
。
ア
ラ
ラ
の

排
水
は
生
分
解
度
１
０
０

％
、
洗
っ
た
後
の
排
水
は
バ

ク
テ
リ
ア
が
食
べ
、
水
と
炭

酸
ガ
ス
に
分
解
さ
れ
自
然
界

へ
と
還
る
。
残
留
物
を
残
さ

ず
、
河
川
や
海
を
汚
さ
な

い
。
主
原
料
の
パ
ー
ム
核
油

・
ヤ
シ
由
来
の
原
料
は
、
肌

へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
９
種
の
ハ
ー

ブ
や
シ
ル
ク
プ
ロ
テ
ィ
ン
配

合
で
手
肌
の
水
分
を
保
持
す

る
。

　
同
社
が
長
年
大
切
に
し
て

き
た
人
と
環
境
へ
の
優
し
さ

は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
に
、
シ

ン
プ
ル
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
、

使
う
人
の
生
活
に
溶
け
込
み

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。

アララシリーズの岩
谷産業90周年記念デ
ザイン

　
ア
ク
ア
ク
ラ
ラ
（
本
社
・

東
京
、
赤
津
裕
次
郎
社
長
）

は
４
月
21
日
、
東
邦
ガ
ス

（
同
・
名
古
屋
市
、
冨
成
義

郎
社
長
）
と
宅
配
水
事
業
で

業
務
提
携
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
ア
ク
ア
ク
ラ
ラ

は
、
東
邦
ガ
ス
が
運
営
す
る

ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｓ
（
ア
ス
ミ
タ
ス
）」
に
参

画
し
、
宅
配
水
事
業
の
サ
ー

ア
ク
ア
ク
ラ
ラ 

「
ア
ス
ミ
タ
ス
」に
参
画

東
邦
ガ
ス
と
業
務
提
携

宅配水事業

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　
東
邦
ガ
ス
は
、
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｓ
を
通
じ
て
ア
ク
ア
ク

ラ
ラ
宅
配
水
申
込
者
に
ア
ク

ア
ク
ラ
ラ
の
通
常
特
典
に
加

え
、
無
料
ボ
ト
ル
や
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
ポ
イ
ン
ト
の
進
呈

な
ど
の
追
加
特
典
を
用
意
す

る
。

　
ま
た
、
東
邦
ガ
ス
の
ガ
ス

・
電
気
利
用
者
は
、
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
ポ
イ
ン
ト
を
「
が

す
て
き
ポ
イ
ン
ト
」
に
交
換

で
き
る
。「
が
す
て
き
ポ
イ

ン
ト
」
は
東
邦
ガ
ス
が
運
営

す
る
ｗ
ｅ
ｂ
会
員
サ
イ
ト

「
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
　
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｇ

Ａ
Ｓ
」
会
員
向
け
の
ポ
イ
ン

ト
サ
ー
ビ
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
崎
科
学
振
興
財
団

19
年
度
研
究
助
成

受
賞
者
を
発
表

　
矢
崎
科
学
技
術
振
興
記
念

財
団
（
細
川
興
一
理
事
長
）

は
、
科
学
技
術
の
発
展
を
目

的
と
し
た
研
究
助
成
事
業
の

２
０
１
９
年
度
受
賞
者
を
発

表
し
た
。
同
事
業
は
「
新
材

料
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
情

報
」
の
３
領
域
を
対
象
に
、

研
究
助
成
す
る
も
の
。

　
助
成
額
２
０
０
万
円
の
一

般
研
究
助
成
で
は
小
野
智
司

鹿
児
島
大
学
准
教
授
ら
７
人

が
、
同
１
０
０
万
円
で
35
歳

以
下
の
若
手
研
究
者
を
対
象

と
し
た
奨
励
研
究
助
成
で
は

佐
藤
孝
憲
兵
庫
県
立
大
学
助

教
授
ら
７
人
が
受
賞
し
た
。

　
国
際
的
な
学
会
で
の
研
究

発
表
や
研
究
を
す
る
際
の
渡

航
費
支
援
を
行
う
国
際
交
流

援
助
で
は
13
人
が
、
過
去
に

助
成
を
受
け
た
研
究
で
優
れ

た
業
績
を
あ
げ
た
研
究
者
に

与
え
ら
れ
る
「
矢
崎
学
術

賞
」
で
は
水
口
将
輝
東
北
大

学
准
教
授
が
功
労
賞
を
、
坂

本
良
太
京
都
大
学
准
教
授
が

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

人

事

　
新
コ
ス
モ
ス
電
機
（
６
月

26
日
）

　
相
談
役
（
会
長
）
重
盛
徹

志
▽
取
締
役
（
執
行
役
員
）

管
理
本
部
長
村
田
泰
造
▽
同

（
同
）
技
術
開
発
本
部
長
西

上
佳
典
▽
社
外
取
締
役
、
岩

谷
産
業
相
談
役
野
村
雅
男
▽

監
査
役
（
取
締
役
常
務
執
行

役
員
）
飯
森
龍
▽
社
外
監
査

役
、
林
紀
美
代
公
認
会
計
士

事
務
所
代
表
林
紀
美
代
▽
コ

ス

モ

ス

サ

ー

ビ

ス

社

長

（
同
）
相
川
勝
之
助
▽
退
任

（
取
締
役
上
席
執
行
役
員
）

池
田
俊
雄
▽
顧
問
（
監
査

役
）
池
上
久
雄

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ 

乾
燥
時
間
を
大
幅
短
縮

施
設
向
け
受
注
開
始

布団乾燥機

　
同
製
品
は
、
３
月
に
発
売

を
開
始
し
た
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
式
布
団
専
用
ガ
ス
乾
燥

機
「
Ｆ
Ｄ
Ｇ
―
１
０
０
Ｃ
」

と
ほ
ぼ
同
機
能
の
業
務
用
タ

イ
プ
で
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
、

病
院
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、

幼
稚
園
で
の
使
用
を
想
定
し

て
い
る
。

　
温
度
切
り
替
え
な
ど
各
種

設
定
の
手
動
調
節
が
で
き
、

宿
泊
客
や
患
者
な
ど
の
利
用

者
に
対
し
て
清
潔
で
快
適
な

布
団
の
提
供
を
可
能
に
す

る
。
乾
燥
時
は
毎
分
12
・
５

立
方
㍍
の
温
風
が
機
内
を
充

満
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
山

型
の
台
車
に
吸
い
込
む
際
に

布
団
を
通
過
す
る
た
め
、
全

体
に
満
遍
な
く
温
風
が
当
た

り
、
乾
燥
時
間
を
従
来
機
の

９
分
の
１
と
大
幅
に
短
縮
し

た
。

　
定
格
消
費
電
力
１
１
０
０

㍗
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
熱
源
と
し

た
場
合
の
ガ
ス
消
費
量
20
・

９
㌔
㍗
、
１
・
５
㌔
㌘
／

時
。
価
格
（
税
別
）
は
１
８

５
万
円
。

　
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
（
本
店
・
東

京
、
谷
嶋
和
夫
社
長
）
は
、

施
設
向
け
敷
布
団
専
用
ガ
ス

乾
燥
機
「
Ｆ
Ｄ
Ｇ
―
１
０
０

Ｓ
」
＝
写
真
＝
の
受
注
を
４

月
20
日
か
ら
開
始
し
た
。

　
天
然
水
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
マ
ー
キ
ュ
ロ

ッ
プ
（
本
社
・
東
京
、
田

邊
将
宏
社
長
）
は
、
世
界

的
な
食
品
な
ど
の
品
評
会

「
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
２
０
」
で
、
自
社
製

造
す
る
「
富
士
山
の
天
然

水
」
が
金
賞
＝
写
真
＝
を

受
賞
し
た
。
13
年
の
初
出

品
か
ら
８
年

連
続
の
金
賞

と
な
る
。

　
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
国
際
的

な
専
門
家
に

よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
評
価
基

準
か
ら
、
味

だ
け
で
は
な

く
優
れ
た
品

質
を
も
つ
製

品
に
授
与
さ
れ
る
も
の
。

同
じ
く
国
際
的
な
品
評
会

で
、「
味
」
だ
け
で
審
査

さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
Ｉ
優
秀
味
覚

賞
で
は
、
14
年
度
か
ら
19

年
度
ま
で
６
年
連
続
で
三

ツ
星
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
世
界
90
カ
国

の
商
品
の
中
か
ら
毎
年
連

続
で
高
評
価
を
得
て
い
る

こ
と
を
励
み
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世

界
的
流
行
す
る
な
か
、
生

活
必
需
品
と
し
て
衛
生
管

理
や
感
染
対
策
を
行
い
、

顧
客
の
要
望
に
対
応
し
な

が
ら
事
業
を
継
続
し
て
い

る
。

８年連続で金賞受賞

マーキュ
ロ ッ プ 「富士山の天然水」

モ
　 

ン 

　
ド

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

バ
ル
ク
ロ
ー
リ
ー
出
荷

19
年
４
月
～
20
年
２
月

22
台
減
の
128
台
に

　
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

協
会
が
ま
と
め
た
民
生
用
バ

ル
ク
ロ
ー
リ
ー
の
出
荷
統
計

に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
４

月
～
20
年
２
月
の
出
荷
累
計

は
３
㌧
未
満
が
88
台
（
前
年

同
期
は
１
０
２
台
）、
３
㌧

以
上
が
40
台
（
同
48
台
）
の

計
１
２
８
台
（
同
１
５
０

台
）
だ
っ
た
。

　
都
道
府
県
別
出
荷
数
は
、

３
㌧
未
満
は
福
岡
が
最
多
の

８
台
。
次
い
で
長
野
が
５

台
。
山
梨
、
京
都
、
大
分
が

４
台
。
３
㌧
以
上
は
千
葉
が

最
多
の
４
台
。
次
い
で
北
海

道
、
埼
玉
が
３
台
と
続
い
て

い
る
。

　
１
９
９
７
年
度
か
ら
の
総

出
荷
累
計
は
３
㌧
未
満
が
２

４
５
８
台
。
３
㌧
以
上
が
５

３
４
台
の
計
２
９
９
２
台
と

な
っ
た
。
都
道
府
県
別
で

は
、
３
㌧
未
満
の
最
多
が
静

岡
の
１
３
４
台
。
次
い
で
福

岡
が
１
３
２
台
、
長
野
が
１

２
９
台
、
埼
玉
が
１
１
４

台
、
神
奈
川
が
１
１
０
台
と

続
く
。

　
３
㌧
未
満
は
北
海
道
が
94

台
、
静
岡
が
30
台
、
千
葉
が

28
台
、
愛
知
、
富
山
が
23

台
、
富
山
が
22
台
、
沖
縄
が

21
台
の
順
。

　
合
計
で
は
、
静
岡
が
１
６

４
台
、
北
海
道
が
１
５
０

台
、
長
野
が
１
４
８
台
、
福

岡
が
１
４
３
台
、
愛
知
が
１

２
６
台
。

　
新
コ
ス
モ
ス
電
機
は
14

日
、
２
０
２
０
年
３
月
期
の

連
結
決
算
を
発
表
し
た
。
売

上
高
は
前
年
同
期
比
２
・
６

％
減
の
２
７
７
億
７
３
０
０

万
円
、
営
業
利
益
は
同
20
・

７
％
減
の
21
億
４
７
０
０
万

円
、
経
常
利
益
は
同
20
・
８

％
減
の
23
億
４
３
０
０
万

円
、
純
利
益
は
同
13
・
９
％

減
の
14
億
７
５
０
０
万
円
の

減
収
減
益
と
な
っ
た
。

　
商
品
別
売
上
高
は
、
家
庭

用
ガ
ス
警
報
器
が
１
２
３
億

６
７
０
０
万
円
（
同
６
・
３

％
減
）
。
都
市
ガ
ス
用
は
減

収
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
は
増
収
だ

っ
た
。

　
工
業
用
定
置
式
ガ
ス
検
知

警
報
器
は
78
億
６
９
０
０
万

円
（
同
１
・
２
％
減
）。
国

内
の
都
市
ガ
ス
、
鉄
鋼
業
界

３
月
期
決
算 

全
体
で
は
減
収
減
益

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
警
報
器
増
収

向
け
や
海
外
の
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
業
界
向
け
は
好
調
だ

っ
た
が
、
国
内
の
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
業
界
向
け
が
伸
び

悩
ん
だ
。

　
業
務
用
携
帯
型
ガ
ス
検
知

器
は
54
億
５
９
０
０
万
円

（
同
２
・
４
％
増
）。
国
内

の
都
市
ガ
ス
、
鉄
鋼
業
界
向

け
が
好
調
、
海
外
で
も
可
燃

性
ガ
ス
検
知
器
や
酸
素
濃
度

計
が
好
調
だ
っ
た
。

　
次
期
業
績
は
売
上
高
２
９

５
億
５
千
万
円
（
同
６
・
４

％
増
）、
営
業
利
益
26
億
５

０
０
万
円
（
同
21
・
３
％

増
）、
経
常
利
益
27
億
４
６

０
０
万
円
（
同
17
・
２
％

増
）、
純
利
益
17
億
２
２
０

０
万
円
（
同
16
・
７
％
増
）

を
見
込
む
。

３
ヵ
所
ま
で
同
時
検
知

新
コ
ス
モ
ス

電
　
　
　
機 
簡
単
設
置
の
新
製
品

業務用ガス
検知警報器

　
新
コ
ス
モ
ス
電
機
（
本
社

・
大
阪
市
、

橋
良
典
社

長
）
は
４
月
24
日
、
業
務
用

ガ
ス
検
知
警
報
器
「
Ｂ
―
７

８
０
」
を
発
売
し
た
。
コ
ン

パ
ク
ト
で
簡
単
に
設
置
可
能

で
、
検
知
部
は
３
点
ま
で
接

続
で
き
る
。
標
準
価
格
（
税

別
）
は
５
万
円
、
初
年
度
販

売
目
標
は
１
千
台
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
都
市
ガ
ス
の

貯
蔵
・
消
費
設
備
で
は
ガ
ス

漏
洩
事
故
防
止
の
た
め
多
く

の
ガ
ス
検
知
警
報
器
が
使
わ

れ
て
い
る
。
小
規
模
設
備
で

は
大
型
・
高
性
能
の
シ
ス
テ

ム
は
不
要
で
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
ガ
ス
検
知
警
報
器
が
求
め

ら
れ
る
。
同
社
は
２
０
０
３

年
７
月
に
「
Ｂ
―
７
７
０
」

を
発
売
、
多
く
の
需
要
家
に

愛
用
さ
れ
て
き
た
。
Ｂ
―
７

８
０
は
そ
の
後
継
機
種
と
し

て
開
発
し
た
。

　
ガ
ス
漏
れ
を
検
知
す
る
と

ラ
ン
プ
と
音
声
で
知
ら
せ
る

シ
ン
プ
ル
な
警
報
器
で
、
画

面
表
示
を
な
く
す
な
ど
機
能

を
最
小
限
に
し
て
Ｂ
―
７
７

０
同
様
に
低
価
格
を
実
現
し

た
。
１
台
の
警

報
器
に
対
し
、

検
知
部
は
３
点

ま

で

接

続

可

能
。
用
途
に
合

わ
せ
防
爆
型
、

耐
候
型
、
簡
易

型
の
３
種
類
か

ら
選
べ
る
（
都

市
ガ
ス
用
は
防

爆
型
、
耐
候
型

の
み
）
。
い
ず

れ
も
小
型
・
軽
量
で
設
置
場

所
を
選
ば
な
い
。

　
電
源
は
Ａ
Ｃ
１
０
０
～
２

２
０
㌾
に
対
応
し
て
お
り
、

Ａ
Ｃ
コ
ン
セ
ン
ト
が
あ
れ
ば

電
源
工
事
が
不
要
。
従
来
品

以
上
の
小
型
・
軽
量
化
を
実

現
、
取
り
付
け
板
な
し
の
壁

掛
け
式
で
簡
単
に
設
置
で
き

る
。
海
外
市
場
を
視
野
に
機

器
の
パ
ネ
ル
上
の
文
字
を
ピ

ク
ト
と
英
語
の
表
示
に
変
更

し
た
。

　
警
報
は
赤
ラ
ン
プ
と
音

声
、
配
線
異
常
は
黄
ラ
ン
プ

と
警
報
音
で
知
ら
せ
る
。
外

部
出
力
は
３
種
類
、
外
部
警

報
器
や
緊
急
遮
断
連
動
シ
ス

テ
ム
な
ど
に
出
力
が
可
能
。

日
常
点
検
は
点
検
ボ
タ
ン
で

簡
単
に
で
き
る
。

小型軽量化した「Ｂ－780」


